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存在しない画像共に Label Meの 256×256画素の画像を 1/2サイズの 128×128画素にして用い
た．文脈情報が混合ガウス分布に従うと仮定し，EM アルゴリズムを用いて推定する方法とサポ
ートベクトルマシンを用いて直接推定する方法の 2種類の方法で実験した結果，存在確率の推定，
位置の推定共に提案手法であるサポートベクトルマシンを用いて直接推定する方法の方が良い推
定結果が得られた． 
 
